
 

 

       

来
年
十
月
十
八
・
十
九
日
に
行
わ
れ

る
晋
山
結
制
式
の
準
備
が
進
ん
で
お
り

ま
す
。 

 

多
く
の
檀
信
徒
の
皆
様
に
晋
山
結
制

式
へ
御
出
席
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
出
欠
席
の
お
伺
い
は
、
四
月
上
旬

よ
り
神
金
地
域
の
み
直
接
総
代
が
回
り

御
案
内
を
配
布
す
る
予
定
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。
神
金
地
域
以
外
の
檀
信
徒
の

方
々
へ
は
、
封
書
に
て
郵
送
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。 

 

ま
た
、
十
月
十
九
日
の
晋
山
結
制
式

に
お
稚
児
行
列
を
出
す
予
定
で
す
。 

 

対
象
は
一
人
で
歩
け
る
お
子
様
か
ら

身
長
一
三
〇
㎝
位
ま
で
の
お
子
様
で
、

男
女
・
宗
派
・
地
域
は
問
い
ま
せ
ん
。 

 

参
加
費
は
無
料
で
す
。
多
く
の
お
子

様
の
ご
参
加
、
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

 

な
お
、
お
稚
児
行
列
の
ご
案
内
は
晋

山
結
制
式
の
出
欠
席
と
一
緒
に
お
う
か

が
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

    

 

     

                 

 
 

  

八
月
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
ま

し
た
。
お
寺
か
ら
の
お
知
ら
せ
や
一
般

坐
禅
会
の
様
子
・
雲
龍
カ
フ
ェ
の
様
子

を
報
告
し
て
い
ま
す
。 

検
索
サ
イ
ト
で
「
法
幢
院 

山
梨
」

と
入
力
し
、
検
索
で
き
ま
す
。 

 

左
記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
も
検
索
で
き

ま
す
。 

 

                

 

本
堂
の
床
下
の
補
強
工
事
が
進
ん
で

お
り
ま
す
。 

本
来
、
畳
一
畳
に
つ
き
柱
が
三
つ
な

け
れ
ば
い
け
な
い
所
、
以
前
は
二
つ
し

か
な
い
と
い
う
状
況
で
し
た
。
工
事
で

は
柱
を
一
つ
加
え
補
強
し
ま
し
た
。 
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新
檀
家
紹
介 

 

赤い線のように柱を補強しました 
低所での作業は一日中しゃがん

で行う、厳しい作業です。 



  
以
前
、
踊
石
の
中
村
治
雄
様
か
ら

お
預
か
り
し
て
お
り
ま
し
た
寄
付
金

で
僧
形
文
殊
菩
薩
（
そ
う
け
い
も
ん
じ

ゅ
ぼ
さ
つ
）
の
仏
像
を
購
入
い
た
し

ま
し
た
。 

 

僧
形
文
殊
菩
薩
は
剃
髪
し
た
僧
形

の
文
殊
菩
薩
像
の
こ
と
で
、
寺
院
の

僧
堂
や
食
堂
な
ど
に
安
置
さ
れ
る
こ

と
が
多
く
、
禅
宗
で
は
坐
禅
堂
に
も

安
置
さ
れ
ま
す
。 

今
後
は
法
幢
院
で
行
っ
て
い
る
定

期
的
な
坐
禅
会
な
ど
に
こ
の
仏
像
を

安
置
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

  曹
洞
宗
山
梨
県
青
年
会
三
十
周
年
記

念
行
事
「
坐
・
カ
フ
ェ
」
を
法
幢
院

に
て
実
施
い
た
し
ま
し
た
。 

 

坐
禅
の
後
、
水
庭
浩
章
会
長
よ
り

法
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後

は
青
年
僧
と
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
座

談
会
を
行
い
ま
し
た
。 

 

参
加
者
か
ら
は
、「
お
寺
は
ま
だ
ま

だ
敷
居
が
高
い
」
「
坐
禅
は
つ
ら
い
」 

「
法
話
が
す
ご
く
良
か
っ
た
」
等
、

様
々
な
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。 

 

普
段
な
か
な
か
接
す
る
こ
と
の
な

い
他
寺
院
の
青
年
僧
侶
と
の
ふ
れ
あ

い
は
い
か
が
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。 

御
参
加
下
さ
い
ま
し
た
皆
様
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

         

 

 

● 

お
焚
き
上
げ
（
お
た
き
あ
げ
） 

十
二
月
二
十
八
日
（
土
） 

午
前
十
時
か
ら
十
一
時
の
間
に
お
持

ち
下
さ
い
。 

駐
車
場
に
て
、
読
経 

 古
い
お
札
、
位
牌
（
木
・
紙
）、
縁
起
物
、 

古
い
お
仏
壇
、
飾
ら
な
く
な
っ
た
雛
人

形
、
塔
婆
な
ど
を
お
持
ち
下
さ
い
。 

※
ご
家
族
お
揃
い
で
お
出
掛
け
下
さ
い
。 

    

● 

除
夜
の
鐘 

 

十
二
月
三
十
一
日
（
火
） 

 

午
後
十
一
時
四
十
五
分
よ
り 

守
矢
、
ダ
ル
マ
等
の
販
売
や
温
か
い

飲
み
物
な
ど
を
ご
用
意
し
て
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。 

ま
た
先
着
一
〇
八
名
様
に
干
支
の
縁

起
物
を
記
念
品
に
ご
用
意
し
て
お
り
ま

す
。 ご

家
族
様
揃
っ
て
、
暖
か
い
服
装
で

年
越
し
の
鐘
突
き
へ
お
出
掛
け
下
さ
い
。 

● 

お
年
始
回
り 

 

一
月
四
日
（
土
）
～
一
月
七
日
（
火
）

に
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。 

※
喪
中
の
ご
家
庭
に
つ
き
ま
し
て
は
、

お
伺
い
し
ま
せ
ん
が
十
六
日
の
寺
参
り

の
折
に
お
札
等
、
お
渡
し
い
た
し
ま
す
。 

 

●
年
始
回
り
予
定
（
法
要
な
ど
の
都

合
で
変
更
に
な
る
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
す
） 

 

一
月
四
日
（
土
）
神
金
、
大
藤
、 

 
 
 
 
 
 
 
 

玉
宮
、
塩
山
方
面 

 

一
月
五
日
（
日
）
県
内
檀
家
様 

 

一
月
六
日
（
月
）
～
一
月
七
日
（
火
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

県
外
檀
家
様 

 
 ● 

新
年
寺
参
り 

一
月
十
六
日
（
木
） 

 

午
前
十
時
・
午
後
三
時
よ
り 

 

 

本
堂
に
て
読
経
、
書
院
に
て
粗
食
。 

※
御
都
合
に
合
わ
せ
て
、
御
来
山 

下
さ
い
。 

      

 

 

年
末
年
始
の
お
知
ら
せ 
御
寄
付
報
告 

坐
・
カ
フ
ェ
の
御
報
告 

 


